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研究成果     ： 

 

（1）目的  

全身の MRIを撮影することにより、ヒトの全身の形態学的構造を明らかにし、体のどの部分を測定す

ると疾病リスクが判定できるかを見極め、そのうえで、MRIを用いずとも心血管疾患を予測できる新し

い肥満等の体格指標を作成することを本研究の目的とする。人体の形態学的特徴と疾病リスクに関す

るブレークスルーになる研究であると考える。また、新しいインピーダンス法の作成も目的とする。 

 

  

（2）研究成果 

1.MRIの撮影方法の検討 

ファントムを作成し、放射線科、臨床検査技師と協力して MRIの撮影方法（スライス幅など）の検討

を行った。実際に、被験者の測定を行い、各スライス画像から全身の MRI画像の組み立て方法の検討

を行った。 

 

2.MRI画像からの各臓器の体積算出ソフトの開発 

全身 MRI画像をパソコンに取り込んで各臓器および脂肪、筋肉などの体積を自動算出するソフトを企

業と連携して新たに開発を開始した。 

 

3.調査・検査スタッフの教育 

倫理審査申請、調査・検査の準備およびスタッフの研修・教育を行った。 

 

4. 全身 MRIを用いずとも部位ごとの脂肪や骨格筋量を高精度に反映できる血液、あるいは尿バイオ

マーカーの開発 

NCBIデータベースに登録されているヒト発現アレイから解析対象を 4セット抽出でき、NCBIのオンラ

イン上で内臓脂肪と皮下脂肪の比較として再解析した。 

その結果、内臓脂肪量を予測するためのバイオマーカー候補因子を 11種類、補正候補を 14種類まで

選定した。 
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Abstract   ： 

(1) Objectives 

This study aims to conduct magnetic resonance imaging (MRI) of the whole body to understand the 

morphological structure of the human body, assess the part of the body to measure that is appropriate for judging 

the risk of a disease, and prepare a new obesity index with which a cardiovascular disease can be estimated 

without using MRI. It will be a breakthrough study on the morphological characteristics of the human body and 

disease risk.  

  

(2) Results 

1. Investigation of MRI scanning method 

Methods (such as the slice thickness) of MRI scanning was investigated by preparing phantoms and cooperating 

with radiology and clinical laboratory technicians. Actual scanning was conducted on a subject, and methods for 

assembling the whole body MRI from the slice images were investigated. 

 

2. Development of software for calculating the volume of each organ from MRI images 

A software program that automatically calculates the volume of each organ, fat, and muscles from the whole 

body MRI data, which was fetched in a computer, was newly developed jointly with a private company. 

 

3. Training of survey and examination staff 

A moral investigation was requested. Surveys and examination were prepared. The staff was educated and 

trained.  

 

4. Development of blood or urine biomarker that can highly precisely reflect the amount of fat and skeletal 

muscle in each part of the body even without using whole body MRI  

Four sets of analysis targets were extracted from the human expression arrays registered in the NCBI database 

and were reanalyzed online by comparing visceral fat and subcutaneous fat. 

From the results, 11 biomarker candidates for predicting visceral fat and 14 correction candidates were selected.  
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代謝性疾患等生活習慣病の病態解明と予防への応用 
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     全身のMRIを撮影することにより、ヒトの全身の形態学的構造を明らかにし、体の    

    どの部分を測定すると疾病リスクが判定できるかを見極め、そのうえで、MRIを 

    用いずとも心血管疾患を予測できる新しい肥満等の体格指標を作成することを 

    本研究の目的とする。人体の形態学的特徴と疾病リスクに関するブレークスルーに 

    なる研究であると考える。また、新しいインピーダンス法の作成も目的とする。 
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   現在の進捗状況（1年目） 
 

   1.MRIの撮影方法の検討 

     ファントムを作成し、放射線科、臨床検査技師と協力してMRIの撮影方法 

     （スライス幅など）の検討を行った。また、各スライス画像から全身のMRI画像の 

     組み立て方法の検討を行った。 

 

   2.MRI画像からの各臓器の体積算出ソフトの開発 

     全身MRI画像をパソコンに取り込んで各臓器および脂肪、筋肉などの体積を自動 

     算出するソフトを企業と連携して新たに開発を開始した。  

 

   3.調査・検査スタッフの教育 

     倫理審査申請、調査・検査の準備およびスタッフの研修・教育を行った。 

 



本年度は、現時点で行えるバイオマーカー候補探索から着手 
 

いわゆる隠れ肥満の正確な把握が行えることに加え、生活習慣病にも
深く関与する内臓および皮下脂肪量のバイオマーカーの探索を行った。 

 
「内臓脂肪と皮下脂肪で発現差がある遺伝子」 
かつ「分泌タンパク質をコードする遺伝子」 

についてデータベース上で探索 

体組成の変化、特に内臓脂肪蓄積は、糖尿病など生活習慣病リスクが増大 
脂肪組織や骨格筋等はどの場所にどれだけの量が存在するかが重要となる 

体内組成を正確に把握する手法として、全身MRIを用いずとも部位ごとの脂肪
や骨格筋量を高精度に反映できる血液、あるいは尿バイオマーカーを開発する 

全身MRIを実施し脂肪や骨格筋等の量と場所を正確に把握した血液と尿を収集 

プロテオーム解析による身体指標関連バイオマーカーの探索 

国立国際医療研究センター研究所 糖尿病研究センター 臓器障害研究部 鏑木康志 



NCBIデータベースに登録されているヒト発現アレイから解析対象を4セット抽出でき、
NCBIのオンライン上で内臓脂肪と皮下脂肪の比較として再解析した。 

その結果、内臓脂肪量を予測するためのバイオマーカー候補因子を１１種類、補正候
補を１４種類まで選定した。 
 

これらに加えて、網羅的探索が可能なプロテオミクスの利点を生かした解析を行うため、
アディポカインやマイトカインなどにも着目し、有用であると考えられるタンパク質は順次
積極的に候補に加えている。 
 

これら候補因子について、定量的プロテオミクス解析する際に必須となる、各タンパク質
のMRMチャネルの条件設定（測定・定量用の質量フィルタの組み合わせ条件検討）に
着手している。 
 
 
今後の計画 

・当研究室で収集済みの体脂肪率・腰囲・腹囲等の臨床情報を持つ人間ドック被験者
血清および尿で候補因子の定量的プロテオミクス解析を行い、大まかに脂肪量を反映
できるかの選定を行う。 
・全身MRI測定により身体の形態学的構造が把握された被験者の血液または尿から、

より高度に内臓脂肪量を反映する因子の組み合わせを検討するとともに、他の生活習
慣病に関しても探索を試みる。 
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研究成果     ： 

 

（１）研究目的 

全身の MRIを撮影することにより、ヒトの全身の形態学的構造を明らかにし、からだのどの部分を測

定すると疾病リスクが判定できるかを見極め、身体の形態学的構造を把握し、動脈硬化症との関係を

明らかにする。 

 

（２）研究成果 

1.MRIの撮影方法の検討 

心臓および血管を対象とし、放射線科、臨床検査技師と協力して MRIの撮影方法（スライス幅など）

の妥当性、再現性の検討を行った。また、各スライス画像から心臓および血管の MRI画像の組み立て

方法の検討を行った。 

 

2.MRI画像からの各臓器の体積算出ソフトの開発 

撮影した心臓 MRI画像をパソコンに取り込み、脂肪、筋肉などの体積を自動算出するソフトを新たに

開発を開始した。 
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研究成果     ： 

 

（1）目的  

全身の MRIを撮影することにより、ヒトの全身の形態学的構造を明らかにし、体のどの部分を測定す

ると疾病リスクが判定できるかを見極め、そのうえで、MRIを用いずとも心血管疾患を予測できる新し

い肥満等の体格指標を作成することを本研究の目的とする。人体の形態学的特徴と疾病リスクに関す

るブレークスルーになる研究であると考える。また、新しいインピーダンス法の作成も目的とする。 

 

  

（2）研究成果 

1.MRIの撮影方法の検討 

ファントムを作成し、放射線科、臨床検査技師と協力して MRIの撮影方法（スライス幅など）の検討

を行った。実際に、被験者の測定を行い、各スライス画像から全身の MRI画像の組み立て方法の検討

を行った。 

 

2.MRI画像からの各臓器の体積算出ソフトの開発 

全身 MRI画像をパソコンに取り込んで各臓器および脂肪、筋肉などの体積を自動算出するソフトを企

業と連携して新たに開発を開始した。今後心臓周囲脂肪量と腹壁脂肪との比較、また高リスク症例で

の評価を行っていく。 
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